
























































 Ⅵ木器・自然遺物

 10月に入ってから拡張した19～28-44～50にかけてのSD3第7層内から30点発見されている

 拡張区は既に触れている様に旧最上川(松川)とSD3の合流点にあり,前記の木器の他多量の

 炭化米(約6使分相当)とともに種子類が多く検出されている。ここでは、木器と種子の二者に

 分けて簡単に説明を加えたい。

 1)木簡〔第65図〕

 3点出土している。

 01号木簡(RW118)は現長15cm,厚さ3.5cm,幅3.1cmを有し上部が火熱によって失なわれてい

 る。釈文は次の通りである。×□宝私田曽口口,011型式
 〔菊力〕

 02号木簡(RW112)は現長9.4cm,厚さ0.5cm,幅1.5cmを有し,下方を剥って尖らせてある。

 墨痕が認められるが,人物像にも見え木簡かどうか不明である。055型式

 03号木簡(RW111)は現長8.9cm,厚さ0.2cm,幅2.5cmを有し,下方ならびに側端が欠損し

 ている墨痕は片面にあり,□□「全」〔となる。055型式。

 材質は1号・2号木簡が檜・3号木簡が杉材による。

 2)農具〔第66図～第69図〕

 鍬・鍬柄・叩き棒・擢の4種類がある。

 ○鍬〔第66図・第67図〕RW!17

 檜材の長径375cm,最大幅15.6cmを有するものである。先端を剰り出して8.5cm凸状部を作り出し

 表面に段を有しながら4cmの柄押え突起部をなす。柄接合孔は,柄押え突起部から斜に穿孔し

 3cm×8.5cmの長方形をなす。先端の凸状から斜状に広がり肩を有し,そのまま8cm位に垂下した

 両側縁箇所に鉄刃の押えとなる段差を作り出している。刃部は尖り舌状を示している。

 o鍬柄〔第68図〕RW115

 檜の枝を利用した鍬状柄であり,握り部の先端の一部が折れているものの原形に近いものと考

 えられる。握り部から全体の3分の1は自然枝をそのまま利用し,接合部を平坦に剥り出して,基部

 にクサビ用の段を設している。横からの形状は握り柄からクサビ用の段差までが直線的で,反対

 方向が基部にかけてゆるいカ一プを描いている。

 o叩き棒〔第69図〕RWl13

 2点ある。米や豆その他の穀物を脱穀する際に用いるものでRW115は栗材を有する長径51.8cm

 副5.2cmをなす。RW112は桜材を利用した叩き棒で弓状に曲する理想的な形状を示し,両端が欠

 損している。現長62cm,幅4cmで断面が円形状を呈する。

 o擢〔第70図〕RW110

 今回検出された本器の中では最も保存の悪いものであり,水かき『ブレド』の内面状態は堕落
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 が著しい。柄〔ルーム〕と水かき「ブレド」両端が欠落しているので全長を把握することはでき

 ないが,現長53㎝,最大幅11.2㎝をなす。

 3)容器〔第71図・第72図〕

 o曲物〔第72図〕RW114・RW119

 図化した2点の他に破片11点がある。RW114・RW119は曲物の底板であり,両者とも半部位

 を残すもので,RW114は杉材の径13.5㎝・RW119径13.9㎝は檜材を用いている。

 o盆・皿〔第71図・第72図〕RW120・RW116

 図化した2点の他に小破片6点が認められている。RW120は檜材を到り貫いた木盆である。

 底部を平坦に保ち,外へ徴曲する口辺を有し径19.5㎝を測る。RW116は高台を有する皿底部であ

 る。檜材で底辺径10cmをなす。

 oその他の木器〔第72図〕RW201

 不明木片や板片など27点が検出されているがいずれも小片や堕落が著しく,図化を断念した。

 RW201はその中の1つで縦位の木取り板を利用した樋片と考えられる。杉材

 4)出土植物遺体

 拡張区19～28-44～50SD3の最下層第7層の土壌をサンプルとして資料としたものであり,

 2㎡位を採集,2㎜位方眼のフルイによる水洗いをした。採集植物遺体の大半は,炭化米による

 もので,他に下記の種子が得られた。



















 墨書土器〔第73図〕

 SD3の第7層を中心に40点検出され,墨書が磨滅のために失なわれ判別不可能を含めると97

 点を数える。今回は少しなりとも墨痕が残る40点を対象に解読したのが次の表である。

 A台地の中央付近から14点の古銭が出土している。白子神社に奉納した際の淘賽銭とみられ,

 その内容は次の通りである。







 5)その他の遺物〔第75図〕

 最後に笹原遺跡から出土したその他の遺物について触れてみよう。A台地からは本遺跡の中心

 的年代(奈良～平安)以前の遺物が幾か検出されている。いずれも断片的な小破片が殆んどで,

 明確な年代決定は困難なものであるが,5はし累の単節斜縄文片,4もし霞の単節斜縄文片であ

 り,5は縄文中期,4は壺形土器の底辺部破片で弥生期とみられる。その他にも土器片が数点認め

 られているが磨滅が著しく省略する。

 次に石器として,SD3付近より環状耳飾1点とA台地から砥石,円礫1点,それに12点の剥

 片石器が認められている。2は石材に滑石を用いた径4.3cmの穿孔を有する映状耳飾であり,約半

 分が欠損している。

 3は縁辺を磨いてある径5.7cm,厚さ2cmの円礫である。1は粘板岩性の砥石であり,ST9内

 より検出されたもので,当住居と同年代(8世紀)が考えられる。剥片は頁岩を用いたものであ

 り,5cm～8cm位の二次加工の存在しないものである。

総括

 1)遺跡の性格

 竪穴住居跡9棟,柱穴103基,溝状7基を有する笹原遺跡は,特別な遺構も存在しない単なる集

 落にすぎないはずの遺跡に,木簡や円面硯,墨書土器,種々の木製品が出土したことによって新

 たな問題を投げ掛けることとなった。

 これまで木簡の出土する多くの遺跡は国府や郡衙等の官衙跡に限られてきたが,笹原遺跡の様

 に特定の施設をもたない一般集落跡からこの様な多豊な資料が数多く出土した例は皆無に等しく

 木簡=官衙としていただけに重要な意味を呈することは言うまでもない。

 昭和54年,米沢の隣町である川西町上小松の道伝遺跡より,7棟の建物の他に寛平八年の年号

 をもつ木簡が検出され,解読の結果

 『・寛平八年計収官物□

去七年料

 本倉實五百柵□□[コ
 

 [コロ官物計収如件□□』となった。⑧
 これまでは単なる集落跡としていただけに郡衙疑定の発見は多方面に大きな反響を呼び,古化

 置賜地区における律令体成のベールが少しづつ剥離されようとしている段階にある。この道伝遺

 跡は国の補助をうけて今も調査継続中である。

 さて笹原の性格づけであるが,遺物の状況のみで安易に結論付けることは単に今後の研究を混

 乱させるにつながり,慎重な判断を示さなければならないが,これまで判明した種々な成果とま

 んぎり会一同の調査研究も含めて現段階の考え方を述べた。

 笹原遺跡の立地は松川によって形成された自然堤防が,羽黒川,鬼面川の浸食および氾濫によ
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 って現存の地形を造ったものとみられ,その古くは縄文中期の遺物からして少なくとも縄文中期以

 前には台地化を呈していたと考えられる。一方最上川(松川)もSD3の検出によって,遺跡付

 近すれずれを北下していたものと判断され,本遺跡の性格把握に重要な意味を有することが次の

 ことから推察される。

 第1に今回検出され何らかの墨痕を有する40点の墨書土器の中に舟「全」?と解読されるもの

 が半数以上を占めることと,擢の発見によって舟の利用が考えられること。

 第2に最上川とSD3の入江となる底面に,モミを有する炭化米と精米した炭化米が約6俵相当

 も検出された2点にある。

 このことから本遺跡は最上川を水路とした舟の運搬が容易に行なわれていたことを示唆するも

 ので舟着き場等の拠点としていた可能性が想定される。

 また1号木簡に『×□宝私田曽□□』とあり「私田」の文字がみられることから,当時の律令

 制度の口分田の他に自らが開田して私有化する(私田を認める)墾田永代私有制(天平15,743年)に

 関連するものとして注目される。

 そうなると近くに官衙が所在したと推定され,我々は松川,羽黒川,鬼面川,梓川の4河原の

 集まる笹原遺跡が,和名類聚鈔に出てくる「広瀬郷」と考え,笹原遺跡から戸塚山を結んだ範囲

 のいずれかに中心的な郷衙を有しているものとみられる。笹原遺跡はその中でも水路に置かれた集
⑨

 落施設と推測したい。

 なお柏倉亮吉氏は,川西町文化財保護協会の会報『川西の古代』一その歴史と文化一の中で古

 代置賜郡の郷の分布推定を発表され,和名類聚鈔に書れている置賜・広瀬・屋代・赤井・宮城(

 みやしろ)・長井の6郷が時計の逆まわりに著れてあると指摘されて,山形近辺の最上郡におい

 ても大山郷からその論方が一致するといわれている。⑩

 筆者らの推定した広瀬郷もその論内で考えると丁度当て嵌められ,笹原遺跡を広瀬郷とする考

 え方を支持しておられる。

 2)各土器群の細別と年代

 これまで笹原遺跡出土土群(特に坏形土器)を調整手法・底部切り離し,層位の状況を加味し

 おおまかな年代について検討してきた。

 ここでは土師器・須恵器の坏類を中心として年代(時期)を組み立て,そこに各細分した土器

 群をあてはめる方法を行いない。笹原遺跡の坏類を住居跡やSD3の層位の一括状況からⅠ～Ⅴ

 期の5時期に分けることが可能であった。

 Ⅰ期とした土器群はA群とB群に僅かに認められるもので土師器坏はロクロ手法を呈さない「

 国分寺下層式」に比例するグループであり,須恵器は米沢市大字木和田古窯跡出土坏に類するも

 のである。
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 Ⅱ期は土師器坏にロクロ使用が認められる時期であり,須恵器高台坏の稜をもつA群類の出

 現が代表される。土師器はA群1類～同3類と同10類を中心として小数のA群5類が含まれ,切

 り離しB・C・Eを主体にする。須恵器は,Ⅰ期に近いグループのA群11類やA群13類・同19類

 ・20類はⅡ期を代表する坏類と考えられ,上層のSD3第6層内にはみられない。この4類に次

 ぐ,同じSD3第7層から6層の一部に検出されるものとしてA群12類がある。A群19類は川西

 町道伝遺跡SD1の最下層第Ⅴ層下の検出があり,同生産古窯は同町の時田壇山窯跡が上げられ

 る。米沢では成島・八幡原№30・31・34がその代表である。他にB2類・同3類・4類・C4b類・

 C4d類・D1類～D4類・E3類がある。

 Ⅲ期は,土師器,須恵器坏類に無調整の糸切り離し「D」の出現が特徴となる。

 土師器では,A群5類と6類がこの代表と考えられ,Ⅲ期をつなぐ4類がある。須恵器は,類

 に類似するA群14類と21類が代表的特質をなし,Ⅲ期からつながる12類・19類が共存,一方新し

 い要素となる15類グループが小量認められる。全体的にはⅢ期に比べやや器高長の坏類が多くみ

 られるものもⅡ期以降からである。他にC群2類・C群4a類・C群4b類・D群1類・D群2類

 ・E群3類・E群4類が含まれ,SD3の第6層出土を中心とする。

 Ⅳ期としたグループはSD3第6層上～第5層下から検出されたものであり,すべて切り離し

 Dによるものである。土師器は切り離しD以外にC・Eを残すものが含まれているものの,全体

 的には,須恵器と比較して数が少なく比較にならない。川西町の道伝遺跡のSD1第Ⅴ層上～同

 Ⅳ下に比例するものと考えられ,同じ様に土師器の量が非常に少ない特徴をもつ。

 須恵器ではA群17類と同22類が代表し,他にⅢ期に類する15類,20a類とⅤ期に後続する16類

 があり,他にC群3類とC群4a類,D群2類が属する。

 Ⅴ期はSD3の第5層内のみに主体的に検出された土器群であり,土師器のA群8a類が代表

 され,形恵器ではA群18類の出現がある。A群9類,同16類,17類はⅣ期と比較しても大差はな

 く長期に埋る使用が考えられる。他にD群2類が含まれている。

 このⅤ期とした年代は川西町の道伝遺跡から検出された寛平8年の年号をもつ木簡を有するS

 D1の第Ⅳ層上に比例され,9世紀後半の位置付けが可能となる。

 最後に土師器と須恵器の編年表と口径,器高,底径を100%とした中での各比率を坏類で把握し

 ようとした第13～18表を加えておきたい。この表を作るにあたっては多くの論文,資料その他

 を参考にさせていただいた中で筆者との考え方の相異(筆者の多くの誤りも踏まえて)種々に感

 じられたが,紙数の制限から十分に論ずることができなかったことを残念に思う。参考文献の発

 表に留めておき,後日改めて発表する次第である。
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 【注】

 ①山形県1972「米沢一関5万分の1」『地質図』

 ②縄文中期後葉期の深鉢形土器であり,現高13cm,胴部最大径10.7cm,底部5.7cmを計る。地文に複節斜縄文

 を施し,渦巻文を主体に磨消縄文を用いている。大木9a式併行。

 ③戸塚山の南山麓附近(第Ⅱ支群)に昭和初期頃にブドウ園造成を行なった際に採集したと言われる。笹原

 Ⅰ期に相当する。玉虫恒夫氏蔵。

 ④須恵器坏は輪重→ロクロ切り離しと笹原Ⅰ期からⅡ期に過速度的に発達するが,土師器坏は輪重を有する

 坏「国分寺下層」の影響下で後退し,糸切り手法が先行するものと考えられる。このことが笹原遺跡内に回

 転ヘラ切り無調整(A)が認められない理由につながるものとみられる。

 ⑤木和田古窯跡出土坏類の様に8世紀前半の坏類に主体的にみられる手法であり,須恵器坏に関しては笹原

 Ⅱ期以降にその存在が消えるものとみられる。このことは『輪重』からロクロ切り離し手法の転換につなが

 る現象としてとらえられるものと考えられる。

 ⑥笹原Ⅰ期からⅡ期の一部に須恵器坏類においても輪重手法が残ることが認められたもので,今後類例の増

 加を持ちたい。

 ⑦注4と同じ。

 ⑧寛平八年(896)に前年度の寛平七年分の租税(田植)が収納されている本倉を検分したところ間違いなく

 五百四拾□収納されていることを証明するというもので,出羽の国府から役人が出張して来て,かねて報告

 して本倉に収納しておいた五百□□が相異なく入っていたことを検分証明するものである。

 ⑨戸塚山周辺の上浅川遺跡で以前に須恵器とともに柱痕が等間隔で確認されたと言われ,他にも,戸塚山の

 南方水田下に井戸跡の発見がある。

 ⑩柏倉亮吉1982「川西の古代一その歴史と文化」『川西文化財』創刊号,川西町文化財保議協会。
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